狂して 桜の 花の 満開の 林の 下へ 来 かかり 見渡す 花びら 

の 陰に 子供の 幻 を 描いて 狂い 死して 花びらに 埋まって 

しまう (このところ 小生の 蛇足) という 話 も あり、 桜 

の 林の 花の 下に 人の 姿がなければ 怖し いば かりです。 

昔、 鈴 鹿 峠に も 旅人が 桜の 森の 花の 下 を 通らな けれ 

ばなら ないような 道に なって いました。 花の 咲かない 

頃 はよ ろしい のです が、 花の 季節に なると、 旅人 はみ 

んな 森の 花の 下で 気が 変にな りました。 できるだけ 早 

く 花の 下から 逃げようと 思って、 青い 木 や 枯れ木の あ 

る 方へ 一 目 散に 走り だした ものです。 一 人 だと まだよ 

いので、 なぜかと いうと、 花の 下 を 一目散に 逃げて、 



また 

毎年そう 考えて、 もう 十 何年 もた ち、 今年 も 亦、 来年 

になったら 考えて やろうと 思って、 又、 年が 暮れて し 

ま いました。 

そう 考えて いるう ちに、 始めは 一 人だった 女房が も 

う 七 人に もな リ、 八 人目の 女房 を 又 街道から 女の 亭主 

の 着物と 一 緒に さらって きました。 女の 亭主 は 殺して 

きました。 

山賊 は 女の 亭主 を 殺す 時から、 どうも 変 だと 思 つ て 

いました。 いつもと 勝手が 違う のです。 どこと いう こ 

と は 分らぬ けれども、 変て こで、 けれども 彼の 心 は 物 

に こだわる ことに S れ ません ので、 そのと きも 格別 深 



「よし、 よし。 今に うちにつ くと 飛びき りの 御馳走 を 

こしらえて やる よ」 

「お前 はもつ と 急げない のかえ。 走って おくれ」 

「なかなか この 坂道 は 俺が 一 人で もそう は龃 けられな 

い 難所 だよ」 

「お前 も 見かけに よらない 意気地な しだね え。 私と し 

たこと が、 とんだ 甲^性な しの 女房に なって しまった。 

ああ、 ああ。 これから 何 をた よりに 募したら いいの だ 

ろう」 

「なに を 馬鹿な。 これぐ らいの 坂道が」 

「ァ ァ、 もどかし いねえ。 お前 はもう 疲れたの かえ」 



んで います。 男 は 悪夢から さめた ような 気がしました _ 

そして、 目 も 魂 も 自然に 女の 美し さに 吸いよ せられて 

動か なくなって しまいました。 けれども 男 は 不安で し 

た。 どういう 不安 だか、 なぜ、 不安 だか、 何が、 不安 

だか、 彼に は 分らぬ のです。 女が 美しす ぎて、 彼の 魂 

がそれ に 吸いよ せられて いたので、 胸の 不安の 波立ち 

を さして 気にせずに いられた だけです。 

なんだか、 似て いるよう だな、 と 彼 は 思いました。 

似た ことが、 いっか、 あった、 それ は、 と 彼 は 考え ま 

した。 ァァ、 そうだ、 あれ だ。 気がつく と 彼 はび つく 

りしました。 



女 は 大変な わがまま 者でした。 どんなに 心 を こめた 

御馳走 を こしらえて や つ て も、 必ず 不服 を 言いました 

彼 は 小鳥 や 鹿 をと リに山 を 走りました。 、猪 も 熊 もと 

りました。 ピッコの 女 は 木の芽 や 草の根 を さがして ひ 

ね もす 林間 を さまよいました。 然し 女 は 満足 を 示した 

ことはありません。 

「毎日 こんな もの を 私に 食えと いうの かえ」 

「だって、 飛び切りの 御馳走 なんだ ぜ。 お前が ここへ 

くるまで は、 十日に 一 S ぐらいし かこれ だけの もの は 



男 は 山の 木 を 切り だして 女の 命じる もの を 作ります _ 

何物が、 そして 何 用に つくられる のか、 彼 自身 それ を 

作りつつ あるう ち は 知る ことが 出来ない のでした。 そ 

こしょう ひじかけ 

れは胡 床と 肱掛 でした。 胡 床 はつ まり 椅子です。 お 天 

気の 日、 女 はこれ を 外へ 出させて、 日向に、 又、 木陰 

に、 腰かけて 目をつぶります。 部屋の 中で は肱掛 にも 

たれて 物思いに ふける ような、 そして それ は、 それ を 

見る 男の 目に はすべ てが 異様な、 なまめかしく、 なや 

ましい 姿に 外ならぬ のでした。 魔術 は 現実に 行われて 

おり、 彼 自らが その 魔術の 助手で ありながら、 その 行 

われる 魔術の 結果に 常に 1訝 り そして 嘆賞す るので し 



「ハツ ハツ ハ。 弓なら 俺 は 谷の 向う の 雀の 子で も 落す 

の だからな。 都に は 刀が 折れて しまうよ うな 皮の 堅い 

人間 はいないだろう」 

r 鎧 をき た サム ライが いるよ」 

「鎧 は 刀が 折れる のか」 

「折れる よ」 

「俺 は 熊 も 猪 も 組み伏せて しまう の だからな」 

「お前が 本当に 強い 男なら、 私 を 都へ 連れて行 つてお 

くれ。 お前の 力で、 私の 欲しい 物、 都の 粋 を 私の 身の 

廻りへ 飾って おくれ。 そして 私に シンから 楽しい 思い 

を 授けて くれる ことができるなら、 お前 は 本当に 強い 



「花の 下 は 冷めたい 風が はりつめて いるから だよ」 

「花の 下に かえ」 

ま C 

「花の 下は涯 がない からだよ」 

「花の 下が かえ」 

男 は 分らな くな つ て クシ ャ クシ ャ しました。 

「私 も 花の 下へ 連れて行って おくれ」 

「それ は、 だめ だ」 

男 はキッ パリ 言いました。 

「 一 人で なくち や、 だめなん だ」 

女 は 苦笑し ました。 

男 は 苦笑と いう もの を 始めて 見ました。 そんな 意地 



れ やら 分らな くと も、 女 は 一 々覚えて おり、 すでに 毛 

がぬ け、 肉が くさり、 白骨に なっても、 どこの たれと 

いう こと を 覚えて いました。 男 や ピッコの 女が 首の 場 

所 を 変える と 怒り、 ここ は どこの 家族、 ここ は 誰の 家 

族と やかましく 言いました。 

女 は 毎日 首 遊び をし ました。 首 は 家来 を つれて 散歩 

にで ます。 首の 家族へ 別の 首の 家族が 遊びに 来ます。 

首が 恋をします。 女の 首が 男の 首 を ふり、 又、 男の 首 

が 女の 首 をす てて 女の 首 を 泣かせる こと も ありました _ 

姫君の 首 は 大納言の 首に だまされました。 大納言の 

首 は 月の ない 夜、 姫君の 首の 恋する 人の 首の ふり をし 
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